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体
力
テ
ス
ト
結
果
報
告
会

全
国
女
性
委
員
会
主
催

五
月
二
十
三
日
（
土
）
に
実

施
さ
れ
た
体
力
テ
ス
ト
の
結
果

報
告
会
が
七
月
二
日(

木)

十
八

時
三
〇
分
～
二
〇
時
三
〇
分

全
国
連
労
山
事
務
所
に
て
行
わ

れ
、
約
二
十
名(

埼
玉
五
名)

が

参
加
。
石
田
先
生
か
ら
の
説
明

を
熱
心
に
聞
き
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

法
な
ど
た
く
さ
ん
質
問
を
し
て

い
た
。
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
と

毎
日
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ(

筋
肉

を
使
う)

に
よ
り
、
脳
細
胞
を
活

性
化
さ
せ
る
。
趣
味
を
持
ち
前

向
き
に
生
き
て
い
る
労
山
女
性

は
、
一
般
女
性
よ
り
体
力
そ
し

て
Ｐ
Ｏ
Ｍ
Ｓ
気
分
調
査(

気
分

の
状
態)

が
安
定
し
て
い
る
と

の
こ
と
。
女
性
委
員

長
谷
川
貞
子

所
沢
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

体
力
テ
ス
ト
結
果
報
告
に
参

加
し
て
前
回
の
体
力
テ
ス
ト
の
結
果

報
告
を
気
に
し
な
が
ら
の
参
加
。

受
付
で
そ
れ
ぞ
れ
の
結
果
デ
ー

タ
ー
が
渡
さ
れ
る
、
自
分
が
不

得
意
な
物
に
は
そ
れ
な
り
の
結

果
、
い
ろ
い
ろ
と
細
か
い
デ
ー

タ
ー
が
出
て
い
ま
し
た
。

最
初
に
石
田
先
生
よ
り
形

態
（
皮
下
脂
肪
と
筋
厚
）
、
体

力
（
体
力
評
価
）
、
血
圧
・
心

拍
数
、
食
行
動
、
Ｐ
Ｏ
Ｍ
Ｓ
（
気

分
調
査
）
等
一
つ
一
つ
の
項
目

に
対
し
て
全
体
の
総
評
を
戴
き

ま
し
た
。
労
山
の
方
は
全
体
的

に
一
般
の
、
五
〇
代
六
〇
代
七

〇
代
の
女
性
よ
り
も
か
な
り
い

い
結
果
が
出
て
い
た
と
の
事
で

し
た
。
こ
の
デ
ー
タ
ー
に
対
し
て

の
質
疑
等
で
は
皆
さ
ん
意
欲
が

あ
り
次
々
に
質
問
が
あ
り
ま
し

た
、
質
問
一
つ
一
つ
に
対
し
て

先
生
方
が
実
際
に
前
で
や
っ
て

く
だ
さ
っ
た
り
、
全
員
で
実
施

し
た
り
で
楽
し
い
一
時
で
し
た
。

日
頃
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の

積
み
重
ね
で
体
力
は
向
上
し
ま

す
と
の
事
、
ま
た
現
状
維
持
を

保
つ
事
。
何
し
ろ
腹
筋
と
太
も

も
の
筋
肉
を
つ
け
て
ほ
し
い
、

筋
肉
は
鍛
え
な
い
と
落
ち
る
と

の
事
で
す
。

新
し
い
運
動
を
す
る
時
に

は
、
十
分
に
身
体
を
慣
ら
し
て

か
ら
や
る
様
に
、
目
の
位
置
と

お
臍
の
位
置
は
一
定
に
し
て
手

を
ブ
ラ
ブ
ラ
し
た
り
す
る
。

筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
は

ス
ク
ワ
ッ
ト
で
、
片
足
を
出
し

て
の
ス
ク
ワ
ッ
ト
、
膝
の
悪
い

方
は
お
尻
の
後
ろ
の
ス
ク
ワ
ッ

ト
、
階
段
の
上
り
下
り
（
特
に

下
り
）
、
太
も
も
の
後
ろ
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
等
や
れ
る
時
に
合

間
を
み
て
や
る
。

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
等
は
背
筋

を
伸
ば
し
、
歩
幅
を
広
く
し
て

町
の
中
を
歩
く
。

山
で
の
上
り
は
筋
肉
痛
に

は
な
ら
な
い
が
下
り
に
筋
肉
痛

が
出
る
、
太
も
も
の
前
は
下
り

に
強
い
足
に
な
る
。

体
重
は

重
い
と
足
腰
に
負
担
が
掛
か
る

の
で
、
今
年
よ
り
も
重
く
な
ら

な
い
様
に
す
る
。

石
田
先
生
は
片
足
立
ち
も
、

信
号
待
ち
し
て
い
る
時
に
や
っ

た
り
し
て
、
日
常
生
活
の
中
で

実
施
し
て
い
る
事
が
多
い
そ
う

で
す
、
片
足
立
ち
も
一
日
に
２

分
～
３
分
出
来
れ
ば
良
い
と
の

事
で
す
。

細
切
れ
で
も
よ
い
か
ら
、
筋

ト
レ
を
続
け
て
や
る
。
一
日
に

十
五
分
位
は
身
体
の
手
入
れ
を

お
肌
と
同
じ
様
に
し
て
ほ
し
い

と
の
お
話
が
印
象
に
残
り
ま
し

た
。
そ
し
て
来
年
度
は
全
体
に

今
年
よ
り
も
上
が
る
様
に
し
て

下
が
る
事
の
な
い
様
に
し
て
ほ

し
い
と
の
事
で
す
。
こ
の
体
力

テ
ス
ト
を
五
年
間
追
跡
調
査
す

る
と
の
事
で
す
。

こ
の
体
力
テ
ス
ト
に
参
加

し
て
、
自
分
の
知
ら
な
い
身
体

の
部
分
を
知
る
事
が
出
来
大
変

に
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

来
年
度
に
向
け
て
現
在
の
体

力
が
下
が
ら
な
い
よ
う
に
努
力

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
座
山
の
会

土
岐
田
八
千
代
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夏本番 計画的な安全山

行で楽しく無事故で！

各委員会も積極的に活動！

第 21 回全国海外登山集会のお知らせ 全国連盟・海外委員会

第 21 回・海外登山集会を下記により開催します。

今年は、千葉県連盟が総力をあげて、歓迎の準備を進めています。

１、開催日 2009 年 11 月 28 日（土）13 時より 29 日（日）12 時まで

２、会場東京大学検見川総合運動場

３、記念講演大蔵喜福氏（マッキンリーでの気象観測・環境問題などで活躍中）

４、参加費宿泊参加 8,000 円（懇親会込） １日参加 1,000 円（資料代のみ）

５、アクセスＪＲ総武線新検見川駅下車徒歩 10 分

◎ 参加申込み(所属会・参加者名・電話番号・Ｅメールアドレスを記入願います)

郵便：１６２－０８１４ 

東京都新宿区新小川町５－２４ 日本勤労者山岳連盟・海外委員会 

ＦＡＸ：０３－３２３５－４３２４ Ｅメール：jwaf@jwaf.jp 

問合わせ先：広木国昭[０９０－８３１６-２０２０] Ｅメール：danphiro@zpost.plala.or.jp 

詳しくは埼玉県連 HP 参照または県連事務局までお問い合わせください。 

 



救
助
隊 

沢
訓
練
山
行 

大
常
木
谷
（
〇
九
年
七
月
二

十
五
日
～
二
十
六
日
） 

 

佐
々
木
奎
吾 

最
近
山
で
の
遭
難
事
故
の

多
発
、
転
ば
な
い
、
つ
ま
ず
か

な
い
、
転
落
滑
落
、
道
迷
い
、

イ
ヤ
ー
な
言
葉
で
す
ね
。
中
高

年
に
と
っ
て
は
、
で
も
避
け
て

は
通
れ
な
い
現
実
な
の
で
す
。 

 

何
故
、
ど
う
し
て
、
あ
の
ベ

テ
ラ
ン
が
と
疑
問
に
思
う
こ
と

が
会
員
の
み
な
ら
ず
一
般
社
会

に
及
ぼ
す
影
響
も
多
々
あ
ろ
う

か
と
思
い
ま
す
。
自
分
も
救
助

隊
に
入
隊
し
て
一
年
そ
こ
そ
こ

で
す
が
救
助
に
対
す
る
関
心
が

高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
（
年
甲

斐
も
な
く
）
ま
だ
ま
だ
技
術
的

に
は
未
熟
で
す
が
自
分
の
命
は

自
分
で
守
る
セ
ル
フ
レ
ス
キ
ュ

ー
、
そ
れ
に
は
日
頃
か
ら
登
山

装
備
の
有
効
活
用
（
カ
ラ
ビ
ナ
、

ス
ル
ン
グ
等
）
不
安
を
感
じ
た

時
に
は
な
り
ふ
り
構
わ
ず
持
っ

て
い
る
装
備
を
最
大
限
活
用
し

仲
間
と
の
連
帯
意
識
を
高
め
て

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
事
故

っ
て
か
ら
で
は
遅
い
の
で
す
。 

今
回
、
沢
で
の
訓
練
地
一
之

瀬
川
流
域
大
常
木
谷
グ
レ
ー
ド

二
級
上
変
化
に
と
ん
だ
沢
で
す
。 

七
月
二
十
五
日
車
両
に
て
現
地

集
合
。
徳
重
隊
長
以
下
総
員
十

名
の
参
加
で
訓
練
開
始
。
一
之

瀬
林
道
切
り
通
し
出
発9

：4
5

。

滑
滝
、
ゴ
ル
ジ
ュ
帯
、
八
ｍ
五

間
の
滝
、
淵
の
連
続
。
泳
ぎ
を

交
え
た
豪
快
な
沢
歩
き
、
大
常

木
谷
最
大
の
二
十
五
ｍ
千
苦
の

滝
、
直
登
は
困
難
な
の
で
左
岸

の
踏
み
跡
を
た
ど
り
高
巻
き
。 

 
 

ザ
イ
ル
確
保
等
に
て
安
全

に
全
員
通
過
。
淵
の
連
続
す
る

ゴ
ル
ジ
ュ
帯
、
山
女
魚
淵
、
早

川
淵
と
泳
ぎ
の
上
手
な
救
助
隊

の
ホ
ー
プ
浅
見
さ
ん
果
敢
に
シ

ャ
ワ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
し
な

が
ら
難
し
い
滝
登
り
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
。
ザ
イ
ル
確
保
に
て
全
員

無
事
通
過
。 

不
動
の
滝
を
過
ぎ
、
ま
も
な

く
会
所
小
屋
跡
が
見
え
、
時
間

的
に
も
午
後
三
時
十
五
分
。
ザ

ッ
ク
を
下
し
小
休
止
後
、
隊
長

よ
り
こ
れ
か
ら
救
助
活
動
の
実

践
訓
練
を
実
施
す
る
と
告
げ
ら

れ
二
班
に
分
か
れ
て
沢
の
上
部

高
さ
十
八
ｍ
位
、
傾
斜
角
度
七

十
度
位
の
斜
面
に
て
登
山
道
か

ら
沢
筋
に
転
落
し
た
負
傷
者
の

救
助
を
想
定
し
て
持
っ
て
い
る

装
備
を
最
大
限
有
効
活
用
し
て

立
木
よ
り
支
点
を
取
り
懸
垂
下

降
、
ロ
ワ
ー
ダ
ウ
ン
、
三
分
の

一
引
上
げ
と
実
践
的
応
用
訓
練

の
実
施
を
行
っ
た
。
ま
だ
ま
だ

セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
に
も
た
つ
き
も

あ
り
ま
し
た
が
負
傷
者
を
救
助

す
る
と
い
う
使
命
感
に
全
員
真

剣
に
取
り
組
み
連
帯
意
識
の
確

立
が
充
分
に
図
ら
れ
た
と
確
信

い
た
し
ま
す
。 

十
七
時
十
五
分
訓
練
終
了
。

テ
ン
ト
場
と
し
て
最
適
な
会
所

小
屋
跡
は
平
ら
で
広
く
、
テ
ン

ト
設
営
。
テ
ン
ト
と
言
っ
て
も

今
回
は
両
側
の
木
立
か
ら
ザ
イ

ル
を
張
っ
て
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を

張
っ
た
だ
け
の
簡
単
な
も
の
で

す
が
設
営
終
了
。 

次
に
隊
長
よ
り
訓
練
中
は

下
山
す
る
ま
で
禁
酒
す
る
と
い

う
厳
し
い
発
令
が
あ
り
ま
し
た
。 

密
か
に
持
参
し
た
ワ
ン
カ

ッ
プ
、
ウ
イ
ス
キ
ー
、
焼
酎
等

は
口
に
し
て
は
な
ら
な
い
。
愕

然
と
し
た
酒
好
き
な
安
田
さ
ん
、

俺
！
遭
難
し
た
よ
う
な
気
分
だ

よ
ー
と
、
一
同
大
笑
い
。 
遭
難
現
場
を
想
定
し
た
救

助
実
践
で
す
の
で
当
然
と
全
員

が
納
得
。
焚
火
を
し
な
が
ら
暖

を
取
り
二
〇
時
三
〇
分
頃
、
お

休
み
な
さ
ー
い
。 

二
十
六
日
五
時
五
十
五
分

小
屋
跡
出
発
。
タ
エ
モ
ン
沢
出

合
六
時
三
〇
分
、
本
日
は
ひ
た

す
ら
主
脈
縦
走
路
一
八
三
〇
ｍ

に
出
る
こ
と
に
専
念
し
二
俣
よ

り
本
流
の
沢
筋
よ
り
も
支
流
の

方
が
近
い
と
い
う
判
断
で
踏
破

し
た
が
道
な
き
道
の
大
変
な
藪

こ
ぎ
で
稜
線
に
出
た
時
は
ほ
っ

と
一
息
。 

十
時
十
五
分
早
速
長
谷
川

さ
ん
よ
り
無
線
機
に
て
連
絡
。

「
救
助
隊
本
部
三
宅
事
務
局
長

応
答
願
い
ま
す
。
」 

三
宅
さ
ん
よ
り
応
答
有
り
。

Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
よ
り
緯
度
経
度
の
確

認
。
更
新
開
始
。
現
在
地
の
掌

握
。 

将
監
小
屋
十
一
時
五
〇
分
。
登

山
口
十
三
時
三
〇
分
全
員
無
事

下
山
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

七
月
二
十
五
日
（
土
） 

９
：
４
５
一
ノ
瀬
林
道
切
り
通

し
出
発 

 

１
０
：
０
５
一
ノ
瀬
川
本
流 

 

１
０
：
４
０
大
常
木
谷
出
合
（
９

２
０
ｍ
） 

 

１
１
：
２
５
五
間
ノ
滝 

 

１
２
：
１
０
千
苦
ノ
滝
下 

 

 

左
岸
高
巻
き 

１
２
：
２
０
千
苦
ノ
滝
上 

 

１
３
：
２
０
早
川
淵
終
了 

 

１
５
：
１
５
会
所
小
屋
跡
（
１

１
８
０
ｍ
） 

 

 

標
高
差
２
６
０
ｍ 

遡
行
時

間 

４
時
間
３
５
分 

訓
練
開
始 

 

１
５
：
２
５ 

訓
練
終
了 

 

１
７
：
１
５ 

 
二
十
六
日
（
日
） 
５
：
５
５
会
所
小
屋
跡
出
発
（
１

１
８
０
ｍ
） 

 

６
：
３
０
タ
エ
モ
ン
沢
出
合 

 

７
：
０
０
１
５
ｍ
Ｃ
Ｓ
滝
下 

 

８
：
０
０
３
ｍ
Ｃ
Ｓ
滝
上 

 
 

１
０
：
１
５
主
脈
縦
走
路
（
１

８
３
０
ｍ
） 

 
 

   

標
高
差
６
５
０
ｍ 

遡
行

時
間 

４
時
間
２
０
分 

１
１
：
５
０
将
監
小
屋 

 

１
３
：
３
０
将
監
峠
登
山
口  

記
録 
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□
□
□
□
□
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□
□
□
□
□
□
□ 

○
□
□
□
□
□
□
□
□
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第
一
回
「
計
画
か
ら
下
山
ま
で
」 

第
二
回
「
登
山
と
運
動
整
理
学
」 

 

佐
藤 

幸
子 

三
郷
山
の
会 

 

七
月
十
四
日
机
上
講
座
、
午 

 
 

前
は
体
組
成
の
５
項
目(

血

圧
・
体
脂
肪
率
・
内
蔵
脂
肪
レ

ベ
ル
・
Ｂ
Ｍ
Ｉ
・
基
礎
代
謝)

と
体
力
測
定
４
項
目(

握
力
・
長

座
体
前
屈
・
腹
筋
・
開
眼
片
足

立
ち)

。
午
後
も
体
力
測
定
と
３

項
目(

立
ち
幅
と
び
・
反
復
横
と

び
・
６
分
間
歩)

と
バ
ラ
ン
ス
・

負
荷
体
験
を
北
浦
和
公
園
で
実

施
。
立
幅
と
反
復
横
と
び
は
思

っ
た
よ
う
に
身
体
が
動
き
ま
せ

ん
。
不
出
来
に
び
っ
く
り
で
し

た
。
ま
た
体
験
で
十
五
ｋ
ｇ
の

ザ
ッ
ク
を
背
負
い
運
営
委
員
と

一
緒
に
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
歩
き

方
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
歩
き

ま
し
た
。
今
日
の
講
座
で
筋
力
、

柔
軟
性
、
持
久
力
、
反
射
性
、

バ
ラ
ン
ス
性
な
ど
自
分
の
身
体

力
を
知
り
ま
し
た
の
で
維
持
に

努
め
ま
す
。 

七
月
十
五
日
棒
の
折
れ
山

で
実
技
、
マ
イ
ペ
ー
ス
の
歩
き

(

脈
拍)

・
呼
吸
法
・
バ
ラ
ン
ス

確
認
等
。
先
ず
は
山
行
前
ス
ト

レ
ッ
チ
、
全
身
の
血
行
を
良
く

し
て
隅
々
ま
で
酸
素
が
届
き
し

っ
か
り
活
動
で
き
る
よ
う
に
と
、

真
面
目
に
取
り
組
み
ま
す
。 

脈
拍
の
測
定
は
山
行
前
・
鎖

場
の
上
部
・
階
段
を
登
っ
た

後
・
岩
茸
石
・
ゴ
ン
ジ
リ
峠
・

棒
の
嶺
な
ど
で
班
長
の
掛
け
声

で
脈
拍
を
計
る
。
私
の
目
標
＝

一
一
七
で
す
が
今
日
の
最
高
は

一
三
二
で
し
た
。
心
拍
を
上
げ

な
い
歩
き
し
な
い
と
ね
！ 

呼
吸
法
も
疲
れ
に
関
係
す

る
大
事
な
事
、
少
し
で
も
息
切

れ
を
軽
く
し
た
い
と
思
い
二
回

吐
き
だ
し1

回
吸
う
、
２
：
１

の
呼
吸
リ
ズ
ム
を
意
識
し
ま
し

た
。 

 
 

（
３
面
に
続
く
） 

□   第１４９号   ２００９年  ８ 月１１日（火）発行                   埼  玉  労  山  （２） 

登山学校 
 



（
２
面
よ
り
続
く
） 

息
が
切
れ
る
と
吸
う
方
に

頑
張
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が

息
を
吐
き
出
す
こ
と
に
。
そ
の

為
か
ど
う
か
息
切
れ
を
あ
ま
り

感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
バ
ラ
ン

ス(

平
衡)

確
認
は
十
五
ｋ
ｇ
の

ザ
ッ
ク
を
担
い
で
５
分
間
登
り

歩
き
を
し
ま
し
た
。
前
日
の
公

園
と
違
っ
て
沢
あ
り
、
階
段
あ

り
と
貴
重
な
体
験
で
し
た
。
一

度
中
途
半
場
な
歩
き
だ
し
で
上

半
身
が
揺
さ
ぶ
ら
れ
ま
し
た
。

体
重
移
動
を
し
た
歩
き
に
な
っ

て
い
な
か
っ
た
の
だ
と
実
感
し

ま
し
た
。 

白
谷
沢
は
大
小
の
滝
や
両
岸

が
切
立
っ
て
い
た
り
し
て
沢
登

り
気
分
を
楽
し
む
事
が
で
き
ま

し
た
。
木
々
の
美
し
さ
も
！ 

二
日
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊ 

石
川 

一
郎 

 

上
福
岡
山
な

み
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ 

 

 

私
は
、
今
年
三
月
に
定
年
退

職
し
家
業
で
あ
る
農
業
に
従
事

し
て
い
ま
す
。
兼
業
農
家
で
し

た
が
、
専
業
農
家
に
な
り
ま
し

た
。
就
職
し
た
て
の
二
十
代
の

頃
は
、
職
場
の
友
人
と
苗
場

山
・
白
馬
な
ど
の
ス
キ
ー
場
に

は
よ
く
行
っ
て
い
ま
し
た
。
結

婚
し
て
子
供
が
出
来
て
か
ら
は
、

仕
事
と
子
育
て
の
た
め
三
十
年

近
く
遠
の
い
て
い
ま
し
た
。 

先
輩
で
登
山
が
好
き
な
友
人

達
が
、
上
福
岡
山
な
み
ハ
イ
キ

ン
グ
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
、
同
会

が
昨
年
十
月
に
尾
瀬
公
開
ハ
イ

ク
を
計
画
、
そ
れ
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
風
景
の
美
し
さ
に

感
動
し
た
の
が
山
と
の
出
会
い

で
し
た
。
山
歩
き
は
嫌
い
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
こ

れ
を
趣
味
に
と
思
い
上
福
岡
山

な
み
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
に
入

会
を
決
め
ま
し
た
。 
例
会
の
中
で
、
登
山
学
校
が

あ
る
の
で
参
加
し
て
は
ど
う
か
、

と
先
輩
か
ら
の
助
言
が
あ
り
、

本
心
余
り
理
解
し
な
い
ま
ま
参

加
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
五

月
二
十
三
日
の
開
校
式
は
、
田

植
え
の
日
と
重
な
り
欠
席
し
ま

し
た
が
、
後
日
登
山
学
校
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
概
要
フ
ァ
イ
ル

が
届
き
ま
し
た
。
私
と
し
て
は
、

山
を
登
っ
て
下
り
て
来
る
こ
と

が
登
山
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

ど
う
も
そ
う
で
は
無
い
ら
し
い

こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。 

登
山
学
校
は
、
五
月
よ
り
来

年
二
月
ま
で
月
一
回
二
日
間
学

習
し
、
第
一
日
目
は
机
上
の
学

習
が
有
り
翌
日
の
第
二
日
目
は

実
技
で
登
山
す
る
合
計
八
回
の

ガ
イ
ダ
ン
ス
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。 開
校
式
を
欠
席
し
た
私
は
、

第
一
回
目
の
六
月
六
日
・
七
日

が
初
め
て
で
し
た
の
で
、
生
徒

数
や
年
齢
層
が
解
か
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
年
齢
層
で
は
中
高
年

が
多
い
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
若
い
人
達
も
多
い
の

に
は
驚
き
ま
し
た
。
生
徒
数
は

概
ね
二
十
四
名
。 

第
一
回
机
上
学
習
は
、
「
計

画
か
ら
下
山
ま
で
」
の
内
容
で

し
た
。
◎
初
め
て
の
山
行
を
想

定
し
て
計
画
の
立
て
方
◎
計
画

内
容
を
具
体
的
に
計
画
書
に
ま

と
め
メ
ン
バ
ー
に
提
示
し
共
通

の
認
識
を
持
つ
◎
危
機
管
理
な

ど
の
講
義
で
し
た
。
登
山
計
画

書
を
初
め
て
見
ま
し
た
が
、
こ

れ
を
書
く
こ
と
は
、
安
全
に 

登
山
す
る
た
め
の
私
達
グ
ル
ー

プ
の
お
守
り
で
あ
っ
た
り
、
家

族
へ
の
安
心
キ
ッ
プ
か
も
し
れ

な
い
と
感
じ
ま
し
た
。 
第
二
日
目
は
、
実
技
山
行
の

日
で
す
。
場
所
は
栃
木
県
大
平

山
、
午
前
八
時
十
分
大
宮
駅
集

合
し
目
的
地
近
く
の
新
大
平
駅

に
向
い
ま
し
た
。
駅
か
ら
大
中

寺
ま
で
進
み
、
大
中
寺
で
ス
ト

レ
ッ
チ
運
動
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
ス
ト
レ
ッ
チ
は
、
登
山
前

と
下
山
後
で
行
う
こ
と
に
よ
り
、

筋
肉
痛
・
筋
肉
疲
労
を
防
止 

す
る
重
要
な
運
動
、
車
の
暖
機

運
転
の
よ
う
な
も
の
。
（
今
は

温
暖
化
問
題
で
、
そ
れ
は
し
な

い
よ
う
で
す
） 

 

実
技
山
行
で
、
三
つ
の
事
を

学
習
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

ス
ト
レ
ッ
チ
は
必
ず
行
う
こ
と
。

次
は
コ
ン
パ
ス
の
使
い
方
。
三

つ
目
は
、
足
底
は
地
面
に
対
し

て
フ
ラ
ッ
ト
に
付
け
、
下
り
で

は
膝
を
ク
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
使

う
よ
う
指
導
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

太
平
山
は
天
気
に
恵
ま
れ
無

事
下
山
す
る
事
が
で
き
、
達
成

感
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

七
月
に
入
り
梅
雨
空
の
中
、

第
二
回
目
の
登
山
学
校
が
七
月

四
・
五
日
で
開
校
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
回
の
机
上
学
習
は
、
「
登

山
と
運
動
整
理
学
」
に
つ
い
て

の
学
習
に
な
り
ま
す
。 

ま
ず
体
組
成
等
の
計
測
で
、

血
圧
・
体
脂
肪
率
・
内
臓
脂
肪

レ
ベ
ル
・
Ｂ
Ｍ
Ｉ
・
基
礎
代
謝

の
五
項
目
を
計
測
、
次
に
体
力

測
定
で
握
力(

左
右)

長
座
体
前

屈
・
上
体
起
し(

腹
筋)

三
十

秒
・
開
眼
片
足
立
ち(

左
右)

・

立
幅
と
び
・
反
復
横
と
び(

二
十

秒)

・
六
分
間
歩
行
の
七
項
目
、

最
後
に
バ
ラ
ン
ス
・
負
荷
体
験

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
計
測
結

果
を
体
力
測
定
結
果
表
に
数
値

を
書
き
込
ん
で
み
た
と
こ
ろ
、

六
十
歳
前
半
と
し
て
結
果
を
ど

う
判
断
し
て
良
い
の
か
解
か
ら

な
い
が
、
開
眼
片
足
立
ち
以
外

は
五
以
下
で
少
し
シ
ョ
ツ
ク
で

し
た
。
こ
の
体
力
測
定
は
初
め

て
の
体
験
で
、
よ
く
耳
に
し
ま

す
が
、
「
体
育
の
日
」
に
測
定

し
て
い
る
も
の
と
同
じ
も
の
と

思
い
ま
し
た
。
人
間
ド
ッ
ク
と

同
様
に
こ
れ
か
ら
は
、
毎
年
一

回
測
定
し
た
方
が
良
い
と
感
じ

ま
し
た
。
こ
の
歳
に
な
る
と
「
ど

っ
こ
い
し
ょ
！
」
・
「
よ
っ
こ

ら
し
ょ
！
」
の
世
界
で
、
節
々

に
「
油
ぎ
れ
」
が
有
る
こ
と
に

間
違
い
な
い
、
素
直
に
受
入
れ

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

 

バ
ラ
ン
ス
・
負
荷
体
験
で
は
、

十
五
キ
ロ
の
ザ
ッ
ク
は
重
く
感

じ
ま
し
た
。
聞
く
と
ザ
ッ
ク
の

重
心
が
低
く
な
っ
て
お
り
、
重

心
が
ザ
ッ
ク
の
中
央
に
有
る
の

と
で
は
、
同
じ
重
量
で
も
感
じ

方
が
違
う
と
の
こ
と
で
し
た
。 

交
互
に
負
荷
体
験
を
し
て

い
る
間
は
、
色
々
あ
る
ス
ト
レ

ッ
チ
に
つ
い
て
指
導
が
有
り
、

こ
れ
を
日
常
生
活
に
取
り
入
れ
、

体
力
維
持
と
運
動
能
力
の
確
保

を
図
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思

い
ま
し
た
。 

 

明
日
の
実
技
登
山
に
つ
い
て
、

班
編
成
と
役
割
分
担
等
の
打
ち

合
わ
せ
を
最
後
に
登
山
学
校
は

終
了
と
な
り
ま
し
た
。 

 

五
日(

曇
り)

実
技
登
山
は
、

飯
能
市
棒
ノ
折
山
に
登
る
計
画

で
、
飯
能
駅
北
口
か
ら
さ
わ
ら

び
の
湯
ま
で
は
、
路
線
バ
ス
の

移
動
で
し
た
。
四
班
十
九
名
が

参
加
し
、
指
導
者
の
先
生
達
十

一
名
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
各
班

は
五
名
、
指
導
員
の
先
生
は
各

班
二
名
で
す
。
さ
わ
ら
び
の
湯

か
ら
班
ご
と
に
ダ
ム
サ
イ
ト
ま

で
、
移
動
し
ス
ト
レ
ッ
チ
を
し
、

白
谷
沢
登
山
口
で
担
当
講
師
か

ら
、
実
技
目
的
の
説
明
を
受
け

ま
し
た
。
呼
吸
法
い
き
ぎ
れ
が

軽
く
な
る
呼
吸
法
等(

吸
う
こ

と
よ
り
吐
く)

・
マ
イ
ペ
ー
ス
の

歩
き
で
心
拍
数
を
十
五
秒
間
計

る
・
バ
ラ
ン
ス
確
認
十
五
キ
ロ

の
ザ
ッ
ク
を
背
負
い
確
認
す

る
・
水
分
を
充
分
取
る
・
な
ど

で
す
。 

 

い
よ
い
よ
登
山
開
始
で
す
。

足
底
全
体
で
斜
面
を
捉
え
、
歩

幅
を
狭
く
し
、
体
重
移
動
を
片

足
で
ゆ
っ
く
り
と
行
い
ま
す
。

呼
吸
は
吐
き
出
し
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
し
て
、
沢
沿
い
に
ゆ
っ

く
り
と
登
っ
て
行
き
ま
す
。
こ

れ
ら
の
行
動
動
作
は
、
体
で
覚

え
る
も
の
と
感
じ
ま
し
た
。
頭

の
中
に
置
き
な
が
ら
登
山
し
会

得
す
る
。
要
す
る
に
、
経
験
を

重
ね
る
こ
と
が
大
切
と
思
い
ま

し
た
。
十
五
キ
ロ
の
バ
ラ
ン
ス

確
認
は
、
確
か
に
ザ
ッ
ク
の
パ

ッ
キ
ン
グ
に
よ
り
荷
重
を
前
日

と
の
変
化
が
体
感
で
き
、
十
五

キ
ロ
の
重
さ
は
感
じ
ら
れ
な
か

っ
た
、
し
か
し
、
そ
の
ザ
ッ
ク

を
背
負
い
十
分
間
歩
行
し
た
が
、

脈
拍
数
は
年
齢
の
数
値
を
超
え

る
も
の
で
し
た
。
平
常
時
で
、

十
五
秒
間
で
二
〇
程
度
が
十
五

秒
間
で
三
〇
以
上
に
達
し
て
い

ま
し
た
。 

 

（
４
面
に
続
く
） 

□   第１４９号   ２００９年  ８ 月１１日（火）発行                   埼  玉  労  山  （３）  



（
３
面
よ
り
続
く
） 

 
今
回
の
実
技
登
山
で
は
、
基

本
の
基
を
学
習
し
た
感
じ
が
し

ま
す
。
そ
れ
は
体
験
し
反
復
し

体
に
染
み
込
ま
せ
な
が
ら
ゆ
っ

く
り
と
進
む
、
仲
間
の
こ
と
を

思
い
、
山
の
自
然
を
思
い
、
全

て
の
こ
と
に
感
謝
し
、
安
全
な

登
山
を
す
る
為
に
は
、
情
報
を

収
集
し
計
画
書
を
作
成
し
、
共

有
し
楽
し
く
山
に
行
き
た
い
と

思
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
指
導
員
各
位
に
は
、

今
後
と
も
ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊ 

 
 
 
 
 

大
江 

桂
子 

所
沢
ハ
イ
キ
ン

グ
ク
ラ
ブ 

二
日
に
わ
た
り
登
山
と
運
動
生

理
学
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。 

四
日
の
机
上
で
は
午
前
と
午
後

に
わ
た
り
体
力
測
定
や
対
組
成

を
測
り
ま
し
た
。 

結
果
を
グ
ラ
フ
に
表
し
自
分
の

レ
ベ
ル
を
知
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
の
で
大
変
参
考
に
な
り
ま

し
た
。 

五
日
の
実
技
は
棒
ノ
嶺
で
行
わ

れ
ま
し
た
。 

 

バ
ス
停
か
ら
班
毎
に
出
発
し

て
ダ
ム
堤
防
突
き
当
り
で
山
行

前
ス
ト
レ
ッ
チ
を
し
た
後
心
拍

数
を
図
り
ま
し
た
。 

 

白
谷
沢
登
山
口
で
は
今
日
の

学
習
登
山
の
概
要
・
・
・
①
呼

吸
法 

②
マ
イ
ペ
ー
ス
の
歩
き 

③
バ
ラ
ン
ス
確
認
等
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。 

い
よ
い
よ
白
谷
沢
よ
り
登

り
始
め 

要
所
要
所
で
心
拍
数

を
は
か
り
十
五
㌔
の
ボ
ッ
カ
体

験
も
し
ま
し
た
。 

呼
吸
の
仕
方
や 

歩
き
方

(

登
り
・
下
り
）
も
教
え
て
い
た

だ
き
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。 

ど
の
項
目
も
大
変
親
切
に

解
か
り
や
す
く
お
教
え
い
た
だ

き
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
ご
ざ
い
ま
す 

二
日
間
教
え
て
頂
い
た
こ
と
を

常
に
念
頭
に
置
き 

こ
れ
か
ら

先
安
全
で
息
の
長
い
登
山
を
目

指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
□
□ 

理
事
会
報
告 

七
月
二
十
九
日
（
水
）
に
第
４

回
理
事
会
を
十
一
名
出
席
で
浦

和
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
て
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
都
連
盟
か

ら
も
４
名
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

委
員
会
等
活
動
経
過

報
告･

計
画
予
定 

【
全
国
連
盟
活
動
】 

６/

２
７
～
２
８ 

全
国
ハ
イ

キ
ン
グ
代
表
者
会
議 

 

澤
藤

氏
（
あ
す
な
ろ
）
・
赤
丸
氏
（
ハ

イ
ジ
）
参
加 

７/

４
～
５ 

労
山
中
央
登
山

学
校
・
指
導
者
セ
ミ
ナ
ー 

 

埼
玉
参
加
１
名 

【
財 

政
】
二
団
体
会
費
未
納 

【
機
関
紙
】
新
歌
集
予
定 

【
組 

織
】 

所
沢
に
あ
る
防

衛
医
大
内
に
「
山
の
会
」
が
出

来
て
労
山
に
加
入
を
希
望 

 

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】
ま
だ
書
き

込
み
の
な
い
会
が
あ
る
の
で
積

極
的
に
依
頼
を
し
て
い
く 

各
委
員
会
か
ら
の
報
告
や
案
内

等
の
告
知
を
是
非
、
報
告
し
て

い
く
。 

浦
和
く
ま
ざ
さ
山
岳
会
・
山
遊

会
ビ
ス
タ
ー
リ
・
北
本
山
の
会
、

会
の
紹
介
を
掲
載
。 

【
女 

性
】
「
女
性
の
た
め
の

ヒ
マ
ラ
ヤ
学
校
」
（
埼
玉
４
名

参
加
）
富
士
山
で
高
所
順
応
訓

練
を
行
う 

【
ハ
イ
キ
ン
グ
】
全
国
ハ
イ
キ

ン
グ
担
当
者
会
議
に
出
席

（6
/
2
7
 
 
2

名 
6
/
2
8
 
1

名
） 

 

【
自
然
保
護
】 
 

1
0
/
3
1
~
1
1
/
1

関
東
ブ
ロ
ッ
ク

自
然
保
護
交
流
会
に
参
加
予
定 

【
教
育
遭
難
対
策
】
中
央
登
山

学
校
指
導
者
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加

予
定 

【
救
助
隊
】
労
山
会
員
外
の
遭

難
救
助
依
頼
に
ど
う
対
応
す
る

か
の
ル
ー
ル
を
検
討
し
た
い 

7
/
1
3
 

沢
技
術
学
習
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

7
/
2
6
 

沢
の
搬
出
訓
練 

 
 

参
加
者
十
名 

【
登
山
学
校
】
登
山
と
運
動
生

理 

７/

４ 

机
上 
参
加
者

１
８
名 

７/

５ 

実
技
（
棒
の

折
山
）
参
加
者
１
９
名 

山
で
の
救
急
法 

８/

１
机
上 

８/

２
実
技
（
鹿
沼
の
岩
場
） 

【
岩
ネ
ッ
ト
】
７/

2
0
 

苦
土

川
・
井
戸
沢 

８/

２
３
三
つ
峠 

 
 
 

議 
 
 

題 
 
 

１
、
安
全
登
山
講
演
会 

日
程
候
補
：
１
１/

２
９ 

 
 
 

１
１/

１
５ 

講
師
： 

第
一
案
と
し
て
、

元
青
梅
警
察
署
の
金
邦
夫
を

予
定
し
要
請
書
を
送
る
予
定 

ま
た
併
せ
て
開
催
予
定
の
遭

難
防
止
・
安
全
教
育
担
当
者

会
議
へ
全
国
連
よ
り
井
芹
氏

を
再
度
出
席
依
頼
の
予
定 

２
、
北
海
道
ト
ム
ラ
ウ
シ
山
遭

難
事
故
に
つ
い
て 

い
ろ
い
ろ
の
原
因
が
言
わ
れ
て

い
る
が
ガ
イ
ド
の
責
任
ば
か
り

で
な
く
参
加
者
の
側
に
も
問
題

が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
？ 

県
連
と
し
て
も
遭
難
に
対
す
る

対
策
を
検
討
し
た
い 

３
、
県
連
会
員
以
外
の
遭
難
救

助
要
請
に
つ
い
て 

７/

２
３ 

東
京
の
無
所
属
の

女
性
（
７
１
歳
）
山
梨
県
鞍
掛

山
に
入
山
。
日
没
に
よ
り
ビ
バ

ー
ク
。 

７/

２
４ 

雨
・
霧
に
よ
り
、
道

迷
い
。
下
山
出
来
な
い
と
連
絡

あ
り
。
午
後
県
警
・
救
助
隊
出

動
。 

７/

２
５ 

捜
索
す
る
も
行
方

不
明
。
家
族
よ
り2

6

日
に
て
県

警
救
助
打
ち
切
り
の
際
、
そ
の

後
の
救
助
依
頼
先
の
問
い
合
わ

せ
あ
り 

７/

２
６ 

Ｐ
Ｍ 

無
事
救
助

さ
れ
る
。 

（
詳
細
は
、
次
回
の
理
事
会
で

事
務
局
よ
り
報
告
） 

今
後
、
理
事
会
や
、
救
助
隊

で
労
山
外
か
ら
の
救
助
要
請
が

あ
っ
た
場
合
の
対
処
を
検
討
し

て
い
く 

４
、
そ
の
他 

○ 

県
連
規
約
改
正 

・
三
役
互
選 

次
回
理
事
会
で

提
案 

*

今
回
の
理
事
会
に
は
東
京
都

連
理
事
長
の
三
尾
氏
と
元
井
理

事
が
見
学
で
参
加 

ま
た
、
元
「
カ
モ
シ
カ
・
ス
ポ

ー
ツ
」
店
長
の
小
川
氏
が
地
元

飯
能
で
登
山
用
品
店
「
山
遊
人
」

を
オ
ー
プ
ン
（
挨
拶
に
こ
ら
れ

た 

奥
さ
ん
は
故
植
村
直
己
氏

の
姪
ご
さ
ん
） 

*

全
国
連
盟
メ
デ
ィ
ア
局
か
ら

の
配
信
ニ
ュ
ー
ス
「
ナ
マ
ス
テ
」

の
報
告
（
埼
玉
県
連H

P

ア
ド
レ

ス
を
早
急
に
全
国
連
に
連
絡
し

て
、
反
映
を
急
ぐ
予
定
） 
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■
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□ 

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
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○
□
□
□
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□
□
□
□
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□
□
□
□
□
□
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《
編
集
後
記
》 

今
夏
は
天
候
も
不
順
で
山

行
に
は
生
憎
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？
今
年
は
事
故
や
遭
難
も

多
発
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も

十
分
気
を
つ
け
て
楽
し
ん
で
く

だ
さ
い
ね
。
水
分
の
補
給
も
マ

メ
に
し
て
く
だ
さ
い
ね
！ 

一
五
〇
号
記
念
で
歌
集
を

作
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
（
今

年
中
に
は
…
？
）
是
非
載
せ
た

い
と
い
う
歌
が
あ
っ
た
ら
ご
連

絡
く
だ
さ
い
ね
！
次
号
は
原
稿

締
め
切
り
８
月
末
、
印
刷
発
行

は
９
月
７
日
（
月
）
の
予
定
で

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

さ
て
、
北
ア
ル
プ
ス
に
で
も
行

っ
て
き
ま
す
か
ね
…
？
（
ア
オ
）
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□   第１４９号   ２００９年  ８ 月１１日（火）発行                   埼  玉  労  山  （４）  

♪みんなの歌♬ 知床旅情 作詞作曲森繁 久弥 

1971 年(S.46) 森繁 久弥さんの自作自演曲で、加藤登

紀子さんも歌いました。 ハマナスはバラ科の良い香り

の花が咲く植物です。ピリカは「美しい」を意味します。 

(１) 知床(シレトコ)の岬に はまなすの咲く頃  

思い出しておくれ 俺達のことを 

  飲んで騒いで 丘に登れば  

遥か国後(クナシリ)に 白夜(ビャクヤ)は明ける 

(２) 旅の情けか 酔うほどに さまよい  

浜に出てみれば 月は照る波の上 

  今宵こそ君を 抱きしめんと  

岩影に寄れば ピリカが笑う 

(３) 別れの日は来た 羅臼(ラウス)の村にも  

君は出て行く 峠を越えて 

  忘れちゃ嫌だよ 気まぐれ烏(カラス)さん  

私を泣かすな 白いカモメよ  白いカモメよ 


